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                        選 定 に 必 要 な 資 料      （種目名  美術）             №１ 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 
(1) 内容，程度，分量等 (2)教材の選択や構成等 

(3) 興味・関心を 

高める工夫 

(4)教科の特性，島根県の 

  実態や課題への適合等 

(5)発展的学習，自学 

 自習についての工夫 
(6)その他 

 
 
 
 
 
Ｄ  
 
開
隆
堂
出
版 
 
 
 
 
 
 
 

・２・３年を１冊にま
とめ，３年時に既習事
項を振り返ることがで
きる。また，巻末に学
習を支える資料を充実
させるような工夫がさ
れている。 
・生徒作品を多く取り
入れ，作者の作品への
思いを簡潔に掲載する
ことで，表現力・思考
力を引き出す工夫がさ
れている。(1年p22,23,
2・3年p30) 
 

・レオナルド・ダ・ヴ
ィンチの作品で，一点
透視図法の確認や顔の
比率を確認する題材は
掲載されている写真が
ページの折り目にかか
っている点で配慮が必
要である。(2・3年p18,
19,22) 
・「写し取る形」は，
多色刷りの美しさだけ
でなく，彫刻刀の掘り
跡を生かした一色刷り
の表現を載せるなど多
様な版画技法ができる
よう工夫されている。 
(1年p30,31) 

・各学年の巻頭ページ
に「美術を通して学ぶ
大切なこと」を設定す
ることで，美術が身近
な生活や社会に活かさ
れていることをイメー
ジできるよう工夫され
ている。 
・見開きや原寸大，縦
開きで見るなど資料と
なる作品の特徴やサイ
ズに見合った掲載方法
が工夫されている。 
 

・「動きのおもしろさ
を使って」では，光の
軌跡によるアニメーシ
ョン制作が紹介され，
「光と明かり」では光
による空間演出が掲載
されている。これらは
学習指導要領の共通事
項にもある「光」の要
素が，現代的な道具や
技術につながる配慮が
なされている。(1年p44,
45, 2・3年p86,87) 

・他者と関わりながら
制作する題材を設定す
るなど，言語活動の充
実に配慮されている。 
(1年p46,47,2・3年p69,
71) 

・絵巻物の題材で
は，右から左へ見
ていくなどレイア
ウトに変化をもた
せる工夫がされて
いる。(2・3年p43-
38) 
 
 
 
 

・多くの生徒作品を掲
載することで，同年代
の生徒の発想を広げら
れるよう配慮されてい
る。 
・生徒の興味・関心を
高めることができるよ
うなレイアウトの工夫
がされている。 

 
 
 
 
 
 
Ｊ 
 
光
村
図
書
出
版 
 

 
 
 
 
 

・２・３年を１冊にま
とめ，３年時に既習事
項を振り返ることがで
きる。また，巻末に学
習を支える資料を充実
させるような工夫がさ
れている。 
・１年では，小学校と
のつながりから，２・
３年生では，日常生活
の中からの美術につい
て考えられるよう配慮
されている。(1年p5-7, 
2・3年p5-7) 
 

・「特別展示室」では
左右見開きにし，作者
と作品・彫刻と絵画な
ど視点を変えて鑑賞さ
せる工夫がされている。
(1年p22-27,2・3年p40-
45) 
・題材によっては，４
ページで取り上げたも
のがあり，大きな図版
と生徒の発想や構想の
過程を追った「みんな
の工夫」によって制作
の参考になるように工
夫されている。(1年p10，
2・3年p28) 

・キャラクターやお菓
子のパッケージデザイ
ンなどの題材を取り上
げることで，生徒が興
味を持って学習できる
よう工夫されている。 
(2・3年p58,59,68,69) 
 
 
 

・平田の一式飾りや県
内作家の作品が掲載さ
れ，題材と関連させて
地域の伝統文化を身近
にする配慮がされてい
る。(1年p19,2・3年p35) 
 

・作品と共に詩を掲載
し，心情面を引き出す
工夫がされており，道
徳や特別活動にも発展
できるよう配慮されて
いる。(1年p22-27,2・3
年p40-45) 
・対話型鑑賞ができる
ような構成によって，
言語活動の充実を図る
ことができる。(1年p22
-27,2・3年p40-45) 
 

・巻末の「学習を
支える資料」の中
に，共通事項の視
点が掲載され，生
徒が参考にできる
よう配慮されてい
る。(1年p60-62, 
2・3年p84,85) 
・現在活躍してい
る作家の制作過程
や制作風景を掲載
し，創作活動に対
する深まりを喚起
したり，キャリア
教育との関連をも
たせる配慮がされ
ている。(1年p46, 
47,2・3年p78,79) 

・図版や関連題材を多
く掲載しながら，作品
制作の過程や「作者の
言葉」を分かりやすく
掲載し，学習活動の見
通しがもてるよう工夫
されている。 
・各巻頭，巻末に同じ
作家の文を載せること
で一貫性をもたせたり
題材に沿った詩を多く
載せたりすることで，
発達段階とともに深ま
るよう配慮されてい 
る。(1年p2 ,2・3年p2,
26,27,105) 
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                        選 定 に 必 要 な 資 料      （種目名  美術）              №２ 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 
(1) 内容，程度，分量等 (2)教材の選択や構成等 

(3) 興味・関心を 

高める工夫 

(4)教科の特性，島根県の 

 実態や課題への適合等 

(5)発展的学習，自学 

 自習についての工夫 
(6)その他 

 
 
 
 
 
 
 
 
Ｏ  
 
日
本
文
教
出
版 
 
 
 
 
 
 
 
 

・１年「出会いと広が 
り」２・３年を分冊と
し，上「学びの広がり
」下「美の探求」をテ
ーマに生徒の心の成長
に対応するように配慮
されている。 
・題材数が現行のもの
より増え，発展的な学
習が行いやすいよう工
夫がされている。 
 

・字や写真，図の大き
さや量が精選されてお
り，縦横の目線を揃え
るなどレイアウトを配
慮している。(2・3年上
p30,32,2・3年下p10, 
11) 
・表現と鑑賞の一体化
を図るために「参照」
ページを載せ，学習を
効果的に進める工夫が
されている。(1年p24, 
2・3年上p45,2・3年下 
p24) 
 

・各巻の「教科書美術
館」では，左右見開き
にし，大画面で写真を
掲示したり，紙を和紙
にしたりして作品をよ
り効果的に見せる工夫
がされている。また日
本の伝統や文化につい
て視点を明確に学習で
きる点で優れている。 
(2・3年上p22～p30, 
2・3年下p24～p29) 
・学年のテーマに沿っ
た表紙は，鑑賞の出発
点である役目として工
夫されている。（全巻
表紙） 
・「なぜか気になる情
景」は，生徒に身近な
題材設定や生徒作品を
多数掲載することで，
興味・関心を高める工
夫がされている。(1年 
p12,13) 

・「伝え合うかたち」
では，生徒作品や制作
過程を多く掲載するこ
とで，自分の考えをま
とめたり，人にわかり
やすく伝えたりする方
法を多面的に紹介して
いる。(1年p37,2・3年
上p39) 
・「新鮮な視点で捉え
よう」は，題材の選定
において写真やビデオ，
PCなどのICT機器を積極
的に活用することがで
きるよう工夫がされて
いる。(2・3年上p8,9) 
 
 
 
 
 
 
 
 

・各巻末には，表現や
鑑賞に役立つ資料だけ
でなく共通事項の視点
が掲載され，基本的な
事項を振り返ったり，
制作に役立てたりでき
るよう配慮されている。
(1年p50-59,2・3年上 
p48-57,2・3年下p48- 
57) 
・社会に貢献している
デザイナーや建築家の
作品や考え方を紹介す
ることで，キャリア教
育と関連するよう配慮
されている。(1年p32, 
33,2・3年下p6,7) 
 
 

・数字，見出しの
フォントとルビ，
文章と写真や図の
レイアウトにユニ
バーサルデザイン
化を取り入れるな
ど，わかりやすさ
に配慮されている。
(2・3年上p18) 
・生活や文化，地
域や社会とのつな
がりを考えた内容
を題材にすること
で，他教科・領域
の学習に関連させ
る工夫がされてい
る。(2・3年上p42,
43, 2・3年下p38, 
39) 

・Ａ４版を拡大して横
幅を拡げ，情報量を増
やしたり，作品を大き
く掲載したりすること
で鑑賞活動を充実でき
るよう配慮されている。 
・１年の巻頭では小学
校とのつながり，２・
３年下の巻末には高校
から生涯へつながるよ
う配慮されている点が，
新学習指導要領の「生
きる力」や「コンピテ
ンシー」に基づいてい 
る。(2・3年下p57) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        


